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序　論

序
　
論
―
本
書
の
内
容
と
構
成
に
つ
い
て

―

本
書
は
、『
中
世
往
生
伝
の
形
成
と
法
然
浄
土
教
団
』
の
題
名
が
示
す
と
お
り
、
法
然
浄
土
門
葉
の
緇
流
の
徒
が
、
い
か
な
る
思

想
の
も
と
に
宗
祖
滅
後
の
往
生
話
群
を
創
出
し
、
中
世
往
生
伝
（
類
）
を
形
成
し
て
い
っ
た
か
を
推
察
し
た
論
考
を
中
心
に
据
え
て

い
る
（
第
一
章
第
二
節
及
び
第
二
章
）。
ま
た
、
平
安
期
の
往
生
譚
の
話
柄
を
継
承
し
な
が
ら
も
、
法
然
門
で
創
出
さ
れ
た
宗
派
性
の
強

い
話
題
を
組
み
入
れ
た
念
仏
往
生
譚
の
絵
解
き
が
、
一
地
方
寺
院
に
お
い
て
、
江
戸
時
代
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
口
演
さ
れ
続
け
て

い
る
事
実
を
様
々
な
角
度
か
ら
考
究
し
、
絵
解
き
の
場
を
通
し
て
変
容
し
て
き
た
往
生
譚
の
歴
史
的
・
現
代
的
な
意
味
合
い
を
も
考

え
て
み
た
（
第
三
章
）。

本
朝
の
歴
史
に
お
け
る
宗
教
思
想
の
一
大
変
転
期
で
あ
っ
た
中
世
と
い
う
時
代
は
、

　
死
期
は
つ
い
で
を
待
た
ず
。
死
は
前
よ
り
し
も
来
ら
ず
、
か
ね
て
後
に
迫
れ
り
。
人
皆
死
あ
る
事
を
知
り
て
、
待
つ
こ
と
、

し
か
も
急
な
ら
ざ
る
に
、
覚
え
ず
し
て
来
る
。 

（『
徒
然
草
』
第
一
五
五
段
）

　
世
間
出
世
至
極
た
ヾ
死
の
一
事
也
。
死
な
ば
死
ね
と
だ
に
存
ず
れ
ば
、
一
切
に
大
事
は
な
き
な
り
。
こ
の
身
を
愛
し
、
命
を

惜
し
む
よ
り
、
一
切
の
さ
は
り
は
お
こ
る
こ
と
な
り
。
あ
や
ま
り
て
死
な
む
は
、
よ
ろ
こ
び
と
だ
に
存
ず
れ
ば
、
な
に
事
も
や

す
く
お
ぼ
ゆ
る
也
。
し
か
ら
ば
、
我
も
人
も
、
真
実
に
後
世
を
た
す
か
ら
む
と
お
も
は
ん
に
は
、
か
へ
す

ぐ
も
、
道
理
を
つ

よ
く
た
ゝ
て
心
に
ま
け
ず
、
生
死
界
の
事
を
、
も
の
が
ま
し
く
お
も
ふ
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。 

（『
一
言
芳
談
』
第
四
十
一
条
）
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聖
光
上
人
云
、「
八
万
法
門
は
死
の
一
字
を
説
く
。
然
ば
則
、
死
を
忘
れ
ざ
れ
ば
、
八
万
法
門
を
自
然
に
心
得
た
る
も
の
に

て
あ
る
也
」。 

（『
一
言
芳
談
』
第
七
十
四
条
）

と
い
う
言
辞
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
迫
り
来
る
「
死
」
を
い
か
に
し
て
受
け
入
れ
る
か
と
い
う
命
題
、
翻
っ
て
、
い
か
に
し
て

「
死
」
を
超
克
す
る
か
と
い
う
命
題
を
担
わ
さ
れ
た
時
代
で
も
あ
っ
た
。
兼
好
が
心
惹
か
れ
た
で
あ
ろ
う
「
昔
あ
り
け
る
聖
は
、
人

来
た
り
て
自
他
の
要
事
を
い
ふ
時
、
答
へ
て
言
は
く
、
今
、
火
急
の
事
あ
り
て
、
既
に
朝
夕
に
せ
ま
れ
り
と
て
、
耳
を
ふ
た
ぎ
て
念

仏
し
て
、
つ
ひ
に
往
生
を
遂
げ
け
り
」（『
徒
然
草
』
第
四
十
九
段
）
と
い
う
、
永
観
の
『
往
生
拾
因
』
に
掲
さ
れ
た
逸
話
な
ど
は
、
中

世
と
い
う
時
代
の
胎
動
を
感
じ
さ
せ
る
と
同
時
に
、
識
者
兼
好
を
し
て
「
往
生
」
が
特
別
の
関
心
事
で
あ
っ
た
こ
と
を
も
窺
わ
せ
る
。

こ
の
よ
う
な
時
代
に
あ
っ
て
、
鎌
倉
新
仏
教
の
先
達
で
あ
っ
た
法
然
房
源
空
は
、
善
導
浄
土
教
の
法
燈
を
継
承
し
な
が
ら
も
、
末

代
の
衆
生
の
「
死
」
に
初
め
て
自
覚
的
な
意
味
付
け
を
与
え
た
人
物
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

法
然
が
生
涯
持
ち
続
け
た
で
あ
ろ
う
天
台
僧
と
し
て
の
自
覚
と
思
想
に
つ
い
て
は
、
本
書
第
二
章
第
五
節
で
指
摘
し
た
の
で
、
こ

こ
で
の
再
説
は
控
え
る
が
、
示
寂
後
に
浄
土
一
宗
の
偉
大
な
祖
師
と
し
て
敬
慕
尊
崇
さ
れ
た
「
専
修
念
仏
者
法
然
上
人
」
は
、
そ
の

実
、
自
ら
が
聖
衆
の
来
迎
に
与
る
ま
で
門
徒
た
ち
の
邪
正
に
苦
し
ん
だ
人
物
で
も
あ
っ
た
。
末
法
濁
世
の
凡
夫
を
救
済
す
る
唯
一
絶

対
の
往
生
行
と
し
て
専
修
念
仏
を
提
唱
し
た
法
然
の
、

一
念
十
念
に
て
往
生
す
と
い
へ
ば
と
て
、
念
仏
を
疎
相
に
申
ば
、
信
が
行
を
さ
ま
た
ぐ
る
な
り
。
念
々
不
捨
者
と
い
へ
ば
と
て
、

一
念
十
念
を
不
定
に
お
も
ふ
は
、
行
が
信
を
妨
也
。
信
を
ば
一
念
に
生
を
取
て
、
行
を
ば
一
形
に
は
げ
む
べ
し
。

 

（『
一
言
芳
談
』
第
二
十
七
条
）
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序　論

数
遍
を
か
さ
ぬ
る
は
一
念
の
往
生
を
う
た
が
ふ
也
。
行
業
を
い
へ
ば
、
一
念
十
念
に
た
り
ぬ
べ
し
。
か
る
が
ゆ
へ
に
数
遍
を
つ

む
べ
か
ら
ず
。 

（「
登
山
状
」）

と
い
っ
た
言
葉
は
、
法
然
の
教
学
を
理
論
的
に
解
釈
し
得
な
か
っ
た
多
く
の
（
末
端
の
）
浄
土
門
徒
た
ち
を
思
想
的
混
乱
に
陥
ら
せ

た
と
想
像
さ
れ
る
。
他
宗
か
ら
強
激
な
弾
圧
を
受
け
る
ま
で
に
急
速
に
弘
ま
っ
た
専
修
念
仏
は
、
直
截
簡
明
で
純
一
な
教
義
で
あ
る

反
面
、
法
然
自
身
の
宗
教
活
動
と
の
間
に
矛
盾
を
感
じ
さ
せ
る
教
え
で
も
あ
っ
た
。
法
然
の
上
足
た
ち
の
示
寂
後
に
は
、
宗
祖
の
信

仰
の
真
諦
を
理
解
し
得
な
い
浄
土
門
徒
の
増
加
に
拍
車
が
か
か
り
、
宗
派
存
亡
の
危
機
的
状
況
を
招
く
ま
で
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、

揺
る
ぎ
な
い
専
修
念
仏
信
仰
に
生
き
た
祖
師
の
伝
記
や
、
専
修
念
仏
信
仰
に
よ
る
往
生
譚
・
往
生
伝
の
形
成
が
必
要
と
さ
れ
た
の
で

あ
ろ
う
（
第
二
章
第
四
節
・
第
五
節
）。
ま
た
、
そ
う
し
て
創
出
さ
れ
た
祖
師
伝
や
往
生
譚
・
往
生
伝
を
布
教
や
唱
導
の
具
と
し
て
用
い

る
こ
と
は
、
浄
土
宗
の
教
線
拡
張
や
宣
教
活
動
に
資
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
法
然
門
で
形
成
さ
れ
た
往
生
譚

や
往
生
伝
に
着
目
し
た
時
、
そ
こ
に
、
こ
れ
ま
で
見
え
て
こ
な
か
っ
た
中
世
往
生
伝
成
立
の
新
た
な
要
因
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る

と
思
う
の
で
あ
る
。

第
二
章
第
六
節
に
は
、
法
然
浄
土
門
に
お
け
る
往
生
伝
編
纂
の
背
景
を
究
明
す
る
一
助
と
し
て
、『
一
言
芳
談
』
の
冒
頭
三
条
の

排
列
と
内
容
か
ら
、
同
書
の
編
纂
意
識
の
一
端
を
探
ろ
う
と
し
た
論
考
を
収
め
た
。
法
然
浄
土
教
の
影
響
下
に
成
立
し
た
念
仏
聖
の

箴
言
集
と
覚
し
き
『
一
言
芳
談
』
は
、
中
世
往
生
伝
類
と
話
の
供
給
圏
を
共
有
す
る
資
料
で
あ
り
、「
当
然
往
生
伝
的
な
系
譜
が
考

え
ら
れ
る
」（
大
隅
和
雄
、
本
書
第
一
章
第
一
節
参
照
）
作
品
で
あ
る
。
兼
好
が
『
徒
然
草
』
に
引
用
し
た
こ
と
で
も
有
名
な
こ
の
草
子
は
、

中
世
仏
教
の
思
想
や
実
態
を
知
る
上
で
極
め
て
有
益
な
資
料
で
あ
り
、
兼
好
を
魅
了
し
た
法
語
の
数
々
は
、
現
代
を
生
き
る
我
々
の

心
を
も
惹
き
つ
け
て
止
ま
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
雑
纂
的
な
内
容
や
記
述
形
態
に
よ
っ
て
か
、『
一
言
芳
談
』
の
作
品
研
究
は
遅
々
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と
し
て
進
ま
な
い
。
本
書
の
内
容
に
引
き
寄
せ
て
述
べ
る
な
ら
ば
、
同
草
子
の
作
品
研
究
を
進
め
る
こ
と
は
、
中
世
往
生
伝
類
の
体

系
的
な
把
握
と
実
態
究
明
と
に
寄
与
す
る
も
の
が
少
な
く
な
い
と
考
え
る
。『
一
言
芳
談
』
の
作
品
研
究
は
、
今
後
、
早
急
に
取
り

組
む
べ
き
課
題
の
一
つ
と
な
ろ
う
。

第
二
章
で
は
、
法
然
浄
土
教
団
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
中
世
往
生
伝
及
び
中
世
往
生
伝
類
の
諸
相
と
作
品
構
造
と
の
解
析
を
試
み

た
。
そ
の
第
三
節
に
掲
載
し
た
「
賀
古
の
教
信
話
考

―
『
明
義
進
行
集
』
の
教
信
話
を
め
ぐ
っ
て

―
」
は
、
法
然
門
の
緇
流
の

徒
が
、
選
択
本
願
念
仏
義
に
則
っ
て
沙
弥
教
信
の
往
生
譚
を
潤
色
・
改
変
し
た
こ
と
を
考
究
し
た
論
考
で
あ
る
。

口
称
念
仏
専
心
に
よ
る
本
朝
で
の
最
初
期
の
極
楽
往
生
者
沙
弥
教
信
は
、
永
観
や
親
鸞
・
一
遍
を
は
じ
め
と
す
る
念
仏
者
に
崇
敬

さ
れ
た
人
物
と
し
て
、
後
世
に
永
く
そ
の
名
を
残
し
て
い
る
。
そ
の
沙
弥
教
信
の
庵
の
跡
に
建
立
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
寺
院
が
念

仏
山
教
信
寺
で
あ
る
。
同
寺
に
は
、「
開
山
上
人
一
生
絵
」
と
題
さ
れ
た
二
幅
の
絵が

軸じ
く

が
あ
り
、
江
戸
時
代
以
降
、
絵
解
き
の
場
を

通
し
て
開
基
教
信
上
人
の
霊
徳
を
讃
え
て
き
た
。「
開
山
上
人
一
生
絵
」
の
絵
相
の
原
拠
に
は
、
永
観
の
『
往
生
拾
因
』
や
教
信
寺

の
縁
起
類
が
据
え
ら
れ
、
そ
こ
に
中
世
以
降
の
播
磨
の
古
伝
承
な
ど
が
組
み
込
ま
れ
る
か
た
ち
で
絵
解
き
語
り
が
継
承
さ
れ
て
き
た

の
で
あ
る
。

絵
解
き
の
語
り
で
は
、
沙
弥
教
信
を
霊
徳
の
聖
「
教
信
上
人
」
へ
と
変
貌
さ
せ
る
の
だ
が
、
そ
の
語
り
の
内
容
に
は
、
中
世
に
法

然
門
の
緇
流
の
徒
が
創
出
し
た
話
題
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
全
国
各
地
に
残
さ
れ
て
い
る
掛
幅
絵
伝
や
、『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』

に
代
表
さ
れ
る
法
然
の
諸
絵
伝
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
絵
画
を
用
い
て
の
教
化
活
動
は
、
人
々
の
信
仰
心
と
寺
勢
昂
揚
の
た
め

の
有
効
か
つ
常
套
的
な
方
策
で
あ
っ
た
。「
開
山
上
人
一
生
絵
」
の
場
合
は
、
教
信
上
人
の
往
生
譚
を
絵
相
化
し
た
も
の
で
あ
る
か

ら
、
い
わ
ば
、
絵
画
化
さ
れ
た
往
生
伝
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。

教
信
寺
の
一
寺
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
が
、
絵
解
き
の
場
は
、
絵
解
き
さ
れ
る
物
語
に
よ
っ
て
寺
社
の
霊
威
・
霊
験
を
増
幅
さ
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せ
な
が
ら
、
話
が
再
構
築
・
再
生
産
さ
れ
る
動
態
空
間
で
も
あ
っ
た
。
教
信
寺
の
場
合
は
、
専
修
念
仏
の
法
燈
に
繫
が
る
口
称
念
仏

専
心
の
往
生
者
教
信
上
人
を
祀
っ
て
お
り
、
絵
解
き
の
中
で
は
、
鎌
倉
時
代
の
法
然
門
葉
で
創
出
さ
れ
た
話
題
が
語
ら
れ
る
の
で
あ

る
か
ら
、「
開
山
上
人
一
生
絵
」
の
絵
解
き
は
、
絵
解
き
（
中
世
）
往
生
伝
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
第
三
章
で
は
、
同
寺
の
絵

解
き
を
通
し
て
伝
承
さ
れ
て
き
た
沙
弥
教
信
（
教
信
上
人
）
の
往
生
譚
を
、
歴
史
的
視
点
か
ら
多
角
的
に
捉
え
る
た
め
に
、
絵
軸
制
作

の
由
縁
（
第
一
節
）・
絵
軸
に
描
か
れ
た
絵
相
と
絵
解
き
の
内
容
（
第
二
節
）・
同
寺
の
「
畧
縁
起
」
と
絵
解
き
と
の
関
連
（
第
三
節
）
を

考
察
し
た
三
編
の
論
考
を
掲
し
た
。
ま
た
、
本
朝
に
お
け
る
往
生
伝
編
纂
の
歴
史
の
過
程
で
、
沙
弥
教
信
話
（
勝
如
話
）
の
初
出
で

あ
る
『
日
本
往
生
極
楽
記
』
か
ら
、
鎌
倉
期
の
法
然
浄
土
門
で
創
出
さ
れ
た
『
明
義
進
行
集
』
掲
載
の
教
信
話
（
絵
解
き
で
語
ら
れ
る
、

教
信
の
隠
棲
前
の
法
歴
な
ど
を
記
し
た
往
生
譚
）
ま
で
の
話
の
変
遷
を
概
説
し
た
小
考
を
付
し
た
（
第
二
節
末
）。

第
四
章
に
は
、
日
蓮
及
び
鎌
倉
新
仏
教
開
祖
の
女
人
成
仏
往
生
論
と
祖
師
伝
の
形
成
を
考
察
し
た
小
論
（
第
一
節
）、
頓
阿
の
『
井

蛙
抄
』
に
掲
載
さ
れ
た
西
行
と
文
覚
の
邂
逅
譚
か
ら
、
伝
説
化
さ
れ
て
い
く
西
行
像
・
文
覚
像
の
形
成
を
考
え
た
小
論
（
第
二
節
）

の
二
編
を
収
め
た
。
こ
れ
ら
の
論
考
は
、
少
な
か
ら
ず
中
世
往
生
伝
や
祖
師
伝
・
僧
伝
の
形
成
に
関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
。
各
編
に

は
、
筆
者
な
り
の
今
後
の
研
究
課
題
を
掲
げ
る
と
と
も
に
、
虚
構
性
や
信
仰
心
を
排
斥
し
た
文
献
実
証
主
義
の
み
を
至
上
の
研
究
方

法
と
す
る
（
論
文
発
表
当
時
の
）
風
潮
へ
の
疑
問
を
提
示
し
た
論
考
で
も
あ
る
。

第
一
節
の
「
鎌
倉
新
仏
教
開
祖
の
女
性
観

―
絶
対
平
等
の
思
想
と
女
人
救
済

―
」
は
、
一
般
読
者
向
け
の
小
稿
で
も
あ
り
、

啓
蒙
的
な
論
述
に
終
始
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
向
き
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
小
稿
の
根
幹
に
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
に
よ
っ
て

再
燃
し
た
女
人
成
仏
往
生
論
と
、
中
世
に
お
け
る
祖
師
伝
形
成
の
問
題
と
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。
こ
こ
二
十
年
ほ
ど
で
、
文
学
や
歴

史
学
・
宗
教
学
の
分
野
に
お
い
て
「
女
性
」「
女
人
」
を
対
象
と
し
た
研
究
は
著
し
い
発
展
を
遂
げ
た
。
そ
の
中
で
も
、
中
世
往
生

伝
研
究
に
携
わ
る
者
の
立
場
か
ら
は
、
中
世
の
顕
密
仏
教
研
究
の
視
点
か
ら
法
然
の
女
人
往
生
論
に
言
及
し
た
平
雅
行
「
旧
仏
教
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と
女
性
」（『
津
田
秀
夫
先
生
古
希
記
念
　
封
建
社
会
と
近
代
』
同
朋
社
、
平
成
元
年
所
収
。
後
に
、『
日
本
中
世
の
社
会
と
仏
教
』
塙
書
房
、
平
成
四
年
に

再
収
）
と
、
平
説
を
批
判
し
た
阿
部
泰
郎
と
の
論
争
（「
女
人
禁
制
と
推
参
」
大
隅
和
雄
・
西
口
順
子
編
『
巫
と
女
神
』
シ
リ
ー
ズ
・
女
性
と
仏
教
四
、

平
凡
社
、
平
成
元
年
所
収
。
後
に
、『
湯
屋
の
皇
后
　
中
世
の
性
と
聖
な
る
も
の
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
平
成
十
年
に
再
収
）
が
興
味
深
い
。
こ
の
論

争
の
内
容
と
経
緯
と
は
、
遠
藤
一
『
中
世
日
本
の
仏
教
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
　
真
宗
教
団
・
肉
食
夫
帯
の
坊
守
史
論
』（
明
石
書
店
、
平
成

十
九
年
）
に
詳
し
い
の
で
、
氏
の
著
述
を
参
照
願
い
た
い
。

本
節
で
は
、
日
蓮
の
絶
対
平
等
の
思
想
に
基
づ
く
女
人
成
仏
論
を
中
心
に
論
を
展
開
し
た
が
、
要
は
、
末
世
の
衆
生
を
普
く
平
等

に
救
済
し
よ
う
と
し
た
鎌
倉
新
仏
教
の
開
祖
た
ち
が
、
門
徒
や
女
性
信
者
の
要
請
に
応
じ
て
女
人
成
仏
・
往
生
と
い
っ
た
女
人
救
済

論
を
説
く
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
内
容
が
仏
典
に
記
さ
れ
た
変
成
男
子
や
龍
女
成
仏
説
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
、
あ
く
ま
で
も

難
解
難
入
の
教
義
を
平
易
に
説
く
た
め
の
方
便
や
各
論
で
あ
っ
て
、
凡
愚
の
認
識
を
持
ち
、
大
乗
仏
教
に
よ
る
末
世
の
衆
生
済
度
の

任
を
自
覚
的
に
担
っ
た
彼
ら
に
と
っ
て
、
男
女
の
性
差
は
問
題
に
な
る
は
ず
も
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
植
木
雅
俊
『
仏
教
の
中
の
男

女
観

―
原
始
仏
教
か
ら
法
華
経
に
至
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
思
想

―
』
岩
波
書
店
、
平
成
十
六
年
参
照
）。
無
論
、
実
証
的
記
述
に
乏
し
い
小
稿

の
記
述
の
み
か
ら
そ
れ
を
首
肯
す
る
こ
と
は
難
し
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
自
ら
を
『
法
華
経
』
の
行
者
と
称
し
た
日
蓮
の
遺
文
に
変

成
男
子
説
が
見
ら
れ
な
い
と
い
う
事
実
か
ら
推
察
し
て
、
専
修
念
仏
を
提
唱
し
た
法
然
や
、
教
学
に
秀
で
た
鎌
倉
新
仏
教
の
開
祖
た

ち
が
、
女
人
成
仏
往
生
論
を
特
殊
な
教
説
と
捉
え
て
い
た
と
は
考
え
難
い
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
中
世
往
生

伝
類
に
お
け
る
女
人
往
生
の
記
事
や
祖
師
伝
形
成
の
問
題
、
鎌
倉
新
仏
教
に
お
け
る
女
性
へ
の
布
教
や
宗
義
喧
伝
の
問
題
と
絡
め
て

考
察
し
て
い
こ
う
と
思
う
。

第
二
節
の
「
西
行
と
文
覚

―
歌
僧
頓
阿
の
眼
に
映
っ
た
両
者
の
邂
逅

―
」
は
、
隠
遁
賛
美
の
時
代
思
潮
の
中
で
形
象
さ
れ

た
「
歌
聖
西
行
」
像
を
、
後
世
の
著
名
な
歌
人
僧
が
ど
の
よ
う
に
享
受
し
た
か
を
推
察
し
た
論
考
で
あ
る
。『
西
行
物
語
』
や
『
撰
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集
抄
』
な
ど
に
描
か
れ
た
廻
国
の
歌
人
僧
西
行
は
、
極
楽
浄
土
を
願
生
す
る
人
々
が
羨
望
し
た
理
想
的
な
往
生
人
で
あ
る
。
し
か
も
、

『
西
行
物
語
』
や
『
撰
集
抄
』
は
、
往
生
伝
の
枠
組
み
や
様
式
を
踏
ま
え
て
形
成
さ
れ
た
往
生
・
結
縁
の
書
で
あ
っ
た
（
本
書
第
一
章

第
一
節
参
照
）。

『
井
蛙
抄
』
に
掲
載
さ
れ
た
高
尾
法
華
会
で
の
西
行
と
文
覚
の
邂
逅
譚
は
、
簡
潔
な
話
展
開
な
が
ら
も
、
往
時
の
人
々
が
抱
い
て

い
た
で
あ
ろ
う
西
行
像
を
凝
縮
し
た
か
の
よ
う
な
逸
話
で
あ
る
。
こ
の
邂
逅
譚
が
事
実
で
あ
る
か
否
か
は
と
も
か
く
と
し
て
、
そ
こ

に
は
、
西
行
を
理
想
的
な
歌
人
僧
と
鑽
仰
し
て
止
ま
ぬ
頓
阿
が
、
世
に
伝
え
た
か
っ
た
西
行
の
姿
が
あ
っ
た
。
こ
の
話
が
他
の
文
覚

話
と
並
ん
で
『
井
蛙
抄
』
に
書
き
記
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、「
歌
聖
西
行
」
像
は
歌
僧
頓
阿
の
西
行
へ
の
思
い
と
共
に
再
創
出
さ

れ
、
後
世
の
人
々
に
伝
承
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。『
井
蛙
抄
』
に
お
け
る
西
行
話
（
文
覚
話
）
の
摂
取
は
、
西
行
伝
承
（
文
覚
伝

承
）
の
享
受
と
再
生
産
と
捉
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
往
生
人
と
し
て
の
西
行
を
根
幹
で
支
え
る
イ
メ
ー
ジ
の
構
築
に
寄
与
す
る

と
こ
ろ
が
少
な
く
な
か
っ
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

如
上
、
本
書
に
は
、
第
四
章
第
一
節
の
よ
う
に
、
十
分
な
論
拠
を
提
示
で
き
な
い
ま
ま
に
結
論
を
先
送
り
に
し
た
小
論
も
あ
る
。

し
か
し
、
何
れ
の
論
考
も
、
今
後
の
中
世
往
生
伝
の
作
品
研
究
な
ら
び
に
そ
の
成
立
背
景
を
探
る
た
め
に
、
ま
た
、「
往
生
」
と
い

う
視
点
か
ら
中
世
に
成
立
し
た
諸
作
品
や
宗
教
・
文
化
を
再
照
射
す
る
た
め
に
無
意
味
な
取
り
組
み
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

本
朝
に
お
け
る
往
生
伝
の
編
纂
は
、
基
本
的
に
は
、
中
国
唐
時
代
以
来
の
旧
規
に
準
じ
る
伝
統
的
な
意
識
と
様
式
と
を
逸
脱
す
る

こ
と
な
く
、
平
安
時
代
か
ら
明
治
時
代
ま
で
連
綿
と
続
い
た
。
無
論
、
中
世
と
い
う
時
代
に
至
っ
て
往
生
伝
の
存
在
自
体
が
忽
焉
と

し
て
消
え
よ
う
は
ず
も
な
い
の
だ
が
、「
中
世
鎌
倉
期
に
は
往
生
伝
そ
の
も
の
が
存
在
し
な
か
っ
た
」
と
主
張
す
る
偏
頗
な
研
究
に

よ
っ
て
、
中
世
往
生
伝
は
、
長
き
に
わ
た
っ
て
そ
の
存
在
を
無
視
さ
れ
て
き
た
。
本
書
は
、
法
然
浄
土
門
の
緇
流
の
徒
に
よ
る
往
生
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伝
編
纂
の
実
態
を
究
明
す
る
こ
と
で
、
誤
っ
た
認
識
で
あ
り
な
が
ら
も
定
説
化
さ
れ
て
き
た
中
世
往
生
伝
の
非
有
説
に
異
議
を
唱
え
、

そ
の
存
在
意
義
を
文
学
史
上
・
思
想
史
上
に
明
確
に
位
置
づ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
本
文
の
各
所
で
論
じ
た
よ
う

に
、
浄
土
往
生
思
想
を
中
軸
に
据
え
て
著
さ
れ
た
中
世
の
諸
作
品
（
絵
伝
や
掛
幅
絵
な
ど
を
含
む
）
を
近
代
的
な
作
品
分
類
の
狭
小
な
枠

組
み
か
ら
解
き
放
ち
、
中
世
往
生
伝
類
と
い
う
幅
広
い
捉
え
方
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
世
の
人
々
が
認
識
し
て
い
た
往
生
伝
の

実
像
が
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
試
み
が
、
は
た
し
て
説
得
力
を
持
つ
も
の
か
否
か
。
暗
中
模
索
の
状
態
で
書
い
た
各
章
に
は
、
重
層
的
な
論
証
を
な

し
得
な
い
ま
ま
に
次
な
る
課
題
を
残
し
た
論
考
も
多
い
。
本
書
の
問
題
提
起
が
、
今
後
の
本
格
的
な
中
世
往
生
伝
研
究
へ
と
つ
な
が

る
こ
と
を
願
う
の
み
で
あ
る
。




